
大会で挨拶する大浦議長 

２
０
１
１
年
８
月
２
２
日

２
３
日
自
治
労
全
国
一
般
第

７
回
定
期
総
会
は
、
長
野
市

の
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。 

鹿
児
島
か
ら
は
副
委
員
長
、

書
記
長
と
２
人
の
書
記
次
長

で
参
加
し
た
。 

１
日
目
は
八
木
澤
副
議
長

か
ら
組
織
の
代
表
に
な
る
べ

く
は
戦
国
時
代
な
ら
、
織
田

信
長
の
よ
う
な
、
統
率
力
と

指
導
力
を
必
要
と
し
、
自
分

か
ら
で
は
な
く
、
周
り
か
ら

支
持
さ
れ
る
人
が
理
想
で
あ

る
と
述
べ
。
今
年
の
大
会
が

２
年
に
１
回
の
役
員
改
選
の

年
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
、

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ

た
。 大

浦
議
長
は
主
催
者
を
代

表
し
て
挨
拶
を
し
た
。 

議
長
に
就
任
し
て
２
期
、

全
国
的
に
自
治
労
と
統
合
し

て
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
に
３
県
問

題
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と

に
触
れ
、
自
治
労
も
今
年
の

第
８
３
回
定
期
大
会
で
役
員

改
選
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、 

 
 

自
治
労
の
軍
事
副
委
員
長

に
引
き
継
ぎ
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
し
た
。 

引
き
続
き
、
来
賓
の
軍
事

副
委
員
長
か
ら
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
冥

福
を
祈
る
と
と
も
に
、
１
７

年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の

教
訓
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、

福
島
原
発
の
復
興
作
業
に
自

治
労
の
一
員
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て
大

い
に
評
価
し
て
い
る
と
述
べ

た
。 

 

「
２
０
０
５
年
鹿
児
島
大

会
か
ら
６
年
か
か
っ
て
い
る

が
統
合
問
題
の
難
し
さ
を
味

わ
っ
て
お
り
、
も
う
尐
し
時

間
を
か
け
る
べ
き
か
と
も
思

っ
て
い
る
。
そ
の
時
間
は
前

向
き
な
考
え
方
で
進
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
、

「
私
は
今
期
で
勇
退
す
る
が
、

新
政
権
に
し
っ
か
り
引
き
継

ぎ
を
し
て
い
き
た
い
」
と
も

述
べ
た
。 

軍
事
副
委
員
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間

評
議
会
の
宮
島
議
長
、
を
は

じ
め
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
た
。 

大
会
は
亀
崎
事
務
局
長
の

２
０
１
１
年
度
の
総
括
提
案

か
ら
始
ま
っ
た
。 

総
括
の
後
質
疑
応
答
が
あ
り
、

続
い
て
石
川
・
大
阪･

兵
庫
・

福
岡
の
各
地
方
労
組
か
ら
の

争
議
報
告
が
あ
り
、
闘
争
支

援
カ
ン
パ
の
取
り
組
み
を
お

こ
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
種

井
事
務
局
次
長
よ
り
２
０
１

１
年
末
一
時
金
方
針(

案)

、
亀

崎
事
務
局
長
よ
り
２
０
１
２

運
動
方
針(

案)

が
提
起
さ
れ
、

出
席
代
議
員
全
体
で
確
認
採

択
し
た
。
役
員
改
選
で
は
評

議
会
議
長
に
大
浦
議
長
が
再

選
さ
れ
た
。 

今
後
、
石
川･

福
井･

岐
阜

の
三
県
問
題
な
ど
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
が
中
心
と
な
り
早
期
の

県
本
部
統
合
を
め
ざ
す
こ
と

を
期
待
し
た
い
。 

 

自
治
労
全
国
一
般 

鹿
児
島
地
方
労
働
組
合 

情
報 

二
三
〇
号 

 

２
０
１
１
年
８
月
３
１
日 

 

帖
佐
運
送
分
会
運
送
分
会
か
ら
の
報
告 

 

８
月
２
日
全
国
一
般
委
員
長･

書
記
長
と

当
人
と
で
法
律
事
務
所
に
て
、
弁
護
士
を
今

後
当
人
の
代
理
人
と
す
る
委
任
手
続
き
を
お

こ
な
っ
た
。
ま
た
、
８
月
７
日
ま
で
に
退
職

強
要
撤
回
を
求
め
る
内
容
証
明
郵
便
を
会
社

へ
送
付
。
翌
日
に
は
封
書
に
て
申
し
入
れ
書

を
送
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
当
人
が

法
律
事
務
所
よ
り
自
宅
へ
帰
る
と
会
社
よ
り

６
月
２
７
日
の
物
損
事
故
に
対
す
る
弁
済
計

画
案
が
封
書
に
て
送
付
さ
れ
て
い
た
。
提
示

内
容
は
、
「
弁
済
総
額
１
０
０
＊
０
０
０
円
、

弁
済
期
間
１
回
、
弁
済
計
画
７
月
給
与
よ
り

天
引
き
」
と
な
っ
て
い
た
。 

８
月
７
日
２
０
時
よ
り
会
社
従
業
員
控
え

室
で
、
明
石
副
分
会
長
に
対
す
る
退
職
強
要

撤
回
、
先
日
の
物
損
事
故
に
対
す
る
弁
済
計

画
案
の
詳
細
説
明
を
求
め
た
。
弁
済
計
画
案

に
つ
い
て
は
個
人
弁
済
負
担
額
上
限
の
金
額

で
あ
る
。
実
際
の
車
両
修
理
費
用
に
つ
い
て

は
倍
以
上
の
金
額
で
あ
る
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。
仮
に
職
場
復
帰
で
き
た
と
し
て
も
職
場

で
う
ま
く
や
っ
て
い
け
な
い
と
の
会
社
と
し

て
の
考
え
が
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
現
在
会

社
も
弁
護
士
に
相
談
中
で
あ
り
裁
判
で
も
何

で
も
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
会
社
の
考
え

が
伝
え
ら
れ
た
。 

８
月
９
日
１
４
時
よ
り
全
国
一
般
書
記

長
・
顧
問
と
当
人
と
で
法
律
事
務
所
に
て
、

退
職
強
要
撤
回
に
向
け
た
本
訴
訟
の
手
続

き
、
地
位
保
全
仮
処
分
申
請
の
手
続
き
を
お

こ
な
っ
た
。 

 

 

 

 

 

今後の予定！ 

●9・11 

さよなら原発

県民集会 

日程 9月11日 

時間 10 時～ 

場所 中央公園 

●川内原発署名

行動統一行動 

日程 9月 17 日 

時間 10 時～ 

場所 薩摩 

川内市 

   市 
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会場前で重畠（左）・小嶋さん、 

被
爆
６
６
周
年
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
「
原
水
禁
長
崎
大

会
」
に
参
加
し
て 

 

今
回
、
初
め
て
長
崎
に
行
っ

て
僕
の
知
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
感
じ
ま
し
た
。 

１
９
４
５
年
８
月
９
日
午
前

１
１
時
２
分
に
上
空
５
０
０

ｍ
で
原
子
爆
弾
が
爆
発
し
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

福
島
原
発
事
故
被
害
者
の

「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な

い
」
と
い
う
言
葉
は
す
ご
く

印
象
に
残
っ
た
言
葉
で
し
た
。

核
兵
器
が
世
界
中
に
２
１
＊

０
０
０
発
も
あ
る
と
い
う
事

に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。 

高
校
生
平
和
大
使
が
ス
イ
ス

に
行
き
、
核
兵
器
廃
絶
と
被

爆
地
長
崎
の
願
い
を
伝
え
て

い
る
事
と
高
校
生
一
万
人
署

名
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。 

全
体
集
会
の
構
成
詩
で
は
子

ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
５

０
人
位
で
歌
と
朗
読
を
物
語

風
に
構
成
し
て
核
の
怖
さ
と

核
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。 

被
爆
２
世
・
３
世
が
差
別
を

受
け
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。
戦
争
で
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
が
多
い
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
平
和
な
今
を
本

当
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。 

全
国
一
般
青
年
女
性
部
運
営

員 

重
畠 

悟
志(
石
原
産

業
分
会)  

８
月
７
日
～
９
日
ま
で
長
崎

県
長
崎
市
で
原
水
禁
長
崎
大

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

約
１
＊
５
０
０
人
が
集
ま
り

全
国
一
般
鹿
児
島
か
ら
重
畠
、

小
嶋
の
２
名
で
参
加
し
て
き

ま
し
た
。 

「
核
兵
器
廃
絶
２
０
１
１
ナ

ガ
サ
キ
大
会
」
で
は
被
爆
者

の
方
が
「
被
爆
者
だ
と
い
う

こ
と
を
他
人
に
は
言
え
な
い

で
い
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、
８
月
６
日
、
８
月
９
日

だ
け
で
は
な
く
毎
日
が
原
爆

の
日
だ
」
と
言
っ
て
い
た
の

が
心
に
残
り
ま
し
た
。
今
回

参
加
し
て
、
「
戦
争
は
人
を

傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
人

の
心
を
も
傷
つ
け
何
十
年
と

人
々
を
苦
し
め
る
。
絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
私

た
ち
が
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
」
と
思

い
ま
し
た
。 

全
国
一
般
青
年
女
性
部
運

営
員 

小
嶋 

健
人(

石
原
産
業

分
会) 

 

青
年
女
性
部
か
ら
の 

活
動
報
告 

例
年
青
年
女
性
部
の
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み

と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
て
い
る
が
、
今
年

の
７
月
末
を
以
っ
て
労
金

労
組･

労
済
労
組
の
離
脱
が

決
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
今
日
ま
で
の
全
国
一
般

で
の
活
躍
に
感
謝
の
意
を

込
め
、
今
回
初
め
て
の
試
み

と
し
て
焼
肉
交
流
会
を
開

催
し
た
。 

食
事
会
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
例
年
よ
り
も
多

く
の
青
年
層･

女
性
層
の
仲

間
に
集
ま
っ
て
頂
き
盛
大

に
交
流
会
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
各
単

組
・
分
会
の
青
年
層･

女
性

層
と
の
交
流
懇
親
を
深
め

今
後
の
全
国
一
般
運
動
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。 

 

全
国
一
般
鹿
児
島 

青
年
女
性
部
事
務
局
長 

末
吉 
誠
一 

  

 

退
職
者
会
の
設
立
の
案
内 

現
役
の
組
合
員
に
は
直
接
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
一

般
で
は
退
職
者
会
を
現
在
立
ち
上
げ
て
、
加
入
者
申
込
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
組
合
を
退
職
さ
れ
た
方
を
、
是
非
紹
介
し
て

下
さ
い
。 

 
 
 

（
案
内
の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
） 

 

全
国
一
般
退
職
者
会
を
結
成
し
ま
す
。
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

年
会
費
は
千
円
で
す
。
特
典
と
し
て
は
自
治
労
共
済
に
加
入
で

き
ま
す
（
希
望
者
だ
け
） 

全
国
一
般
鹿
児
島
に
は
こ
れ
ま
で
退
職
者
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
組
織
化
す
る
た
め
に
、
す
で
に
退
職
さ
れ
た

方
々
並
び
に
分
会
役
員
、
全
国
一
般
役
員
経
験
者
ま
た
は
現
在

現
役
の
方
で
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
呼
び
か
け
、
年
に

一
回
の
総
会
で
、
近
居
の
お
知
ら
せ
や
か
わ
い
い
孫
の
お
話
で

も
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
計
画
し
ま
し
た
。
遅
く
て
も
９
月
ま

で
に
は
結
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

①
名
称
「
自
治
労
公
共
民
間
サ
ー
ビ
ス
事
業
退
職
者
会
」 

②
規
約
は
紙
面
の
関
係
で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
案
内
書
で

紹
介
し
ま
す
。 

③
準
備
委
員
会
役
員 

 

準
備
委
員
長 

 

小
山 

清
丸 

（
元
総
評
オ
ル
グ
・
元
書

記
長
） 

 

副
委
員
長 

 
 

冨
永 

勝
彦 

（
元
委
員
長
） 

 

副
委
員
長 

 
 

中
原 

政
子 

（
元
総
評
オ
ル
グ
・
書
記
） 

 

事
務
局
長 

 
 

池
邊 

信
溥 

（
元
総
評
オ
ル
グ
・
元
書

記
長
） 

④
加
盟
対
象 

元
中
小
労
連
（
全
国
一
般
の
前
身
）
加
盟
組
織
退
職
者 

 

全
国
一
般
労
働
組
合
鹿
児
島
地
本
退
職
者 

⑤
当
面
の
組
織
化
（
９
月
を
検
討
し
て
い
る
） 

 
 

全
国
一
般
退
職
者
を
中
心
に
８
０
名
を
目

指
し
て
い
る
。 

 

 


